
「子どものための学校事務」１４８号

特集

教育活動と学校財務の今

「子どものための学校財務」はどうあるべきなのかという問いからはじ

まった今回の特集

学校予算をどう使うか、保護者負担をどう減らしていくのかについて

教職員の合意づくりを大事にしたい

教育活動と学校財務がつながっているという手応えを感じたい

そのような想いを持つあなたに届けたい

■特集にあたって

■座談会「教育活動と学校財務の今」

・学校予算の現状と保護者負担軽減のとりくみ

・教職員の合意による

予算編成（校内配分）と予算要求

・教育活動と財政の結びつき

■一年間を通した学校財務事務と

保護者負担軽減

○予算要求の取組

○公費も私費もみんなのお金、

みんなで考えよう

■学校財務制度を考える

■ＧＩＧＡスクール構想をめぐって

冬の交流学習会報告
「学校事務職員のこれからを考える」や

コロナ禍の厳しい学校の様子だけでなく、

教職員の頑張り、子どもたちの輝きが報告されました

その他の内容

■〔３．11その後〕 大震災・原発事故から十年
■私の事務だより
■誌面批評「会誌１４７号を読んで」
■私学通信「事務室の窓辺から
■おすすめの一冊「子どもの本から世界をみる」
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注文はこちらへ
■ http://www.bekkoame.ne.jp/ha/seidoken/

（「制度研」で検索できます）
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